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平成２８年１１月２２日１０時３５分、気象庁発表の向こう一週間の気象予報では、
「天気は数日の周期で変わり、期間のはじめと中頃に雪または雨の降る日があるでしょ
う。なお、期間のはじめは関東地方の山沿いや甲信地方を中心に雪となり、関東地方の
平野部でも積雪となるおそれがあります。最高気温・最低気温ともに、平年並か平年よ
り低い日が多く、かなり低い日もありますが、期間の中頃に平年より高くなる日もある
見込みです。降水量は、平年より多いでしょう。」となっています。 

 ２４日には降雪の恐れがあり、その後も低温が予想されています。次の事項を確認し、

適切な対策を講じてください。 

 

 

 

○果樹 

・降雪が見込まれ、ブドウ、キウイフルーツ、雨よけハウス等で、防鳥網が設置してあ

る場合は、防鳥網を除去する。 

・加温準備中のハウスでは、連棟の谷の部分や巻き上げたビニールなどへの積雪に注意

し、積雪が増える場合には速やかに除雪する。 

 

○野菜・花き 

・露地野菜では、降雪または降雨後の低温による凍害が懸念されるため、被覆資材等で作

物を保護する。 

・低温が続くため、ハウス内温度管理に注意する。 

・加温ハウスでは雪が積もる前から暖房機を稼働させるとともに、二重カーテンをあけて

融雪に努める。 

・無加温ハウスでは、簡易ストーブで加温し、融雪させる。 


